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	番号
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	学　　　　会　　　名
	役　　　　職
	期　　　間

	
	
	


所属学会
《記入例》

業績目録
（論　文）
	番号
	発表年
	論文題名、発表誌名
	著者名

	１

２

３

４
	２０１３年

２０１３年

２０１３年

２０１４年
	新生児心臓カテーテルの経験、胸部外科１８：

５３３－５３８

高齢者急性心筋梗塞例の症状の多様性に関する

研究、老年医学会誌３１：３２１－３２６

腹部外傷、六法出版社、東京、５８２頁

類Moyamoya , １２３－１４５頁、鈴木二郎編集

Moyamoya病、第６章、医学書院、東京
	大阪太郎・田中一郎

中田二郎・山田三郎

田中一郎・山田三郎

中田二郎・大阪太郎

中田二郎・大阪太郎

大阪太郎


※論文に関する記載は、次のように統一してください。

・雑誌の場合－題名、誌名、巻：最初－最後の頁

・書籍の場合－書名、発行所、発行地、頁　または　題名　最初と最後の頁
　　　　　　　　編者名：書名、章、発行所、発行地

・著者名は、所定の項に共著者も含めて論文に記載された順に記入し、本人の名の下に

　アンダーラインを引いてください。

・発表年は西暦で所定の項に記入してください。

・外国語はタイプまたは活字体で記載してください。

業績目録
（学　会）

	番号
	発表年月日
	演題名、発表学会名、地名
	著者名

	1

２

３
	2013年３月２日

2014年１月２６日

2014年３月３日
	新生児における心疾患の手術適応、第１６９回

近畿心臓病研究会、京都

人工関節の臨床的研究、第１４回日本整形外科

学会総会、大阪

日常診療における泌尿器科疾患、大阪府医師会

講座、大阪
	田中一郎・大阪太郎

中田二郎・山田三郎

大阪太郎・田中一郎

中田二郎

大阪太郎

· 共同演者も含めてプログラムに記載された順に記入すること

· 本人の名の下にアンダーラインを引くこと


所属学会
	学　　会　　名
	役　　職
	期　　間

	・日本外科学会

・日本脳神経外科学会

・日本神経学会
	会　員

評議員

理　事
	1985．10～

1985．9～

1975．4～1979．3


